
第５・６学年 算数科学習指導案 
令和６年 10月 23日 5時間目 

           授業者 本田昭寿 
１ 単元名 第５学年  「 面積 」 
        第６学年  「 図形の拡大と縮小 」 
２ 単元の目標 

第５学年 第６学年 

〇 底辺と高さの意味や公式について理解し、三角形や四角

形の面積を求めることができる。        【知識・技能】 

〇 既習の面積の求め方をもとに、三角形や平行四辺形など

の面積の求め方を考えたり、求積方法を振り返って、公式

を導いたりすることができる。  【思考力・判断力・表現力】 

〇 三角形や平行四辺形などの面積を求める活動に進んで

取り組み、ふりかえりを通して、面積の求め方や公式のよさ

に気づき、生活や学習に生かそうとしている。            

【主体的に学習に取り組む態度】 

〇 図形の拡大や縮小の意味を理解し、頂点、辺、角の対応

を見つけて、拡大図や縮図を作図することができる。                         

【知識・技能】 

〇 拡大や縮小の観点から、既習の基本図形の性質を考えた

り、拡大図縮図の作図の仕方や形を変えたり説明したりす

ることができる。           【思考力・判断力・表現力】 

〇 平面図形の形や大きさに進んで関わり、ふりかえりを通し

て、構成要素に着目することのよさや、三角形の場合をもと

に多角形について考えていけばよいことに気付き、生活や

学習にいかそうとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

３ 本時の目標   
第５学年 第６学年 

〇 台形の面積の求め方をいろいろに考えることが

できる。 

〇 縮図を利用して、直接測定できない 2 点間の距

離を求めることができる。 
４ 学習指導過程 

時間 指導上の留意点及

び評価の観点 
学習内容及び活動 

形態 
時間 

形態 
時間 学習内容及び活動 

指導上の留意点及

び評価の観点 

資料

準備 

10

分 

・既習事項から、練習問

題に取り組ませる。公

式について分からなく

なった時や思い出せな

いときには教科書やノ

ートを見て振り返るよ

うにさせる。 

１ 前時の学習を振り

返り、練習問題を解

く。 

〇三角形の求積 

〇平行四辺形の求積 

〇高さが外側にある三

角形や平行四辺形の求

積 

間 

接 

直 

接 

１ 前時までの学習を

ふり返る。 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習問題を

つかむ。 

 

 

 

３ めあてを立てる。 

 

 

・拡大図と縮図の性質

（対応する辺の比、角

の大きさ）について振

り返ることで、本時の

地図上の実際の距離を

考える手がかりとさせ

る。 

・はじめは縮尺を隠す

ことで、地図上の距離

が実際と違うことを全

員でたしかめ、めあて

につなげる。 

５年

生練

習問

題 

 

拡大

地図 

 

 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元第１時の学習か

ら様々な図形の面積を

求めてきたことを確か

め、残りは台形とひし

形、四角形であること

を確かめる。 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習問題を

確かめる。 

 

 

 

 

 

３ めあてを立てる。 

   

 

 

 

直

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地図をもとに実際

の距離を一人で考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・式のみで考えている

児童や答えのみ書いて

いるには、どうしてそ

のような式・答えにな

ったのかを問うことで

図などの考えの根拠と

なるものに意識を向

け、後のペアや全体で

の思考につなげるよう

にする。 

 

 

 地図から実際の距離を求めるにはどうしたらよいだろう。 

①縮尺をもとに計算 

 ア：7×10000  

    ＝70000 ㎝ 

    ＝700ｍ 

②目盛りをもとに計測 

 1ｃｍ→100ｍなの

で、7 ㎝→700ｍ 

 台形の面積はどのように求めるのだろう。 



1５分 

 

・タブレットで操作す

るか、紙上で考えるか

個に応じて選べるよう

にする。 

・教科書に紹介されて

いる求め方が児童から

出てこなかった場合は

こちらから提示し、考

えさせることで理解を

深めるようにさせる。 

・式に使っている辺を

色付けしながら確認を

していくことで、次時

の公式へとつながるよ

うにする。 

○論 既習内容である図

形の求積公式を活用し

て、台形の面積を求

め、その方法を説明し

ている。 

４ 問題について考え 

る。 

 ①一人調べ 

 ②ペアで 

  

 

 

 

 

 

間 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直 

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実際の距離の求め

方についてペアや全

体で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをす 

る。 

 

 

 

 

 

・児童の理解がずれて

いたり、説明が抽象的

になっていたりすると

きには、理由を尋ねた

り、具体的に指し示し

たりしながら説明でき

るように支援する。 

 

○論 縮図と拡大図の関

係（１：10000）をも

とに、実際の距離の

求め方を考え、説明

している。 

 

・児童の発言をもとに

まとめをしていくこと

で学習の理解度を確か

める。 

 

 

タブ

レッ

ト 

 

13 分 ・複数の考え方につい

て相違点や共通点に目

をつけまとめていくこ

とで次時以降の学習に

つながるようにする。 

 

 

 

 

 

・ノートに本時の学習

の振り返りを書く。気

付いたことや友達の意

見ですごいと感心した

ことなど視点をもとに

書く。 

 

５ 台形の面積の求め

方について全体で確

かめる。 

 

 

 

６ 本時のまとめをす

る。 

 

 

７ 本時学習を振り返

る。 

８ これまでに学習し

た学習内容の練習問

題に取り組む。 

・キュビナ 

・スキル 

直 

接 

 

 

 

間 

接 

７  本時の学習を振

り返り、練習問題に

取り組む。 

①P150 の 2 

②チャレンジ問題 

③学習の振り返り 

 

 

 

・ノートに本時の学習

の振り返りを書く。気

付いたことや友達の意

見ですごいと感心した

ことなど視点をもとに

書く。 

 

掲示

用図

形 

 

練習

問題 

 

５ 本時の評価 

第 5学年 第 6学年 

 三角形や平行四辺形など既習の面積公式をもと

に、台形の面積の求め方をいろいろに考え、説明す

ることができる。（ノート・発言） 

 縮図を利用して距離の求め方を考えたり、説明した

りしている。 

（ノート・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 地図から実際の距離を求めるには、縮尺を利用して計算

したり、めもりを利用して測ったりする方法がある。 

 台形の面積は、三角形や平行四辺形などに分けて求め

たり、合同な台形をくっつけて求めたりすることができる。 



６ 板書計画 
５年生 

10/23  面積 

 

 

 

 

 

○め 台形の面積はどのように求めればよいだろう。 

 

これまでの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ま  
 台形の面積は、三角形や平行四辺形などに分けて求めたり、合同な

台形をくっつけて求めたりすることができる。 
①振り返り→②スキル→③キュビナ 

  

６年生 

10/23  図形の拡大と縮小 

 

 

 

 

 1  

 2000 

 

 

 

 

 

 

 

○め 

地図をもとに実際の距離を求めるにはどうしたらよいのだろ

う。 

ア 

式  ７㎝×10000＝70000ｃｍ＝700ｍ 

 

 

 

イ 

式  13.5㎝×10000＝135000ｃｍ＝1350ｍ 

○ま  
地図から実際の距離を求めるには、縮尺を利用して計算したり、めもりを利用し

て測ったりする方法がある。 
※単位に注意！ 

①P150の２→②チャレンジ問題→③学習の振り返り 

 

 

本当の

距離 

地図の

距離 

１００００分の１だから 

三角形に分け

て考えると… 

長方形ならわ

かるから… 

合同な図形を

合わせると… 

公式を知っ

ている形に

切り分ける 

 

合同な図形

をくっつけ

て半分に 

公式を知っ

ている形に

変形する 

 

4×6＝24 

縦×高さ 

3×４÷２＝6 

9×4÷２＝18 

6+18＝24 

縦×高さ 

（3+9）×4÷２＝24 


